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麥類の 害蟲 シ ロ ミ ミア カ ヨ タ ウ に就 て
1）

桑　　山 覺

NOTES 　OMHE 　COUCH −GRASS 　MOTH ・
｝瞬翩 8四 9珊 ε

　　　 B ．481乙刀VEA ．BASJSTRIa ． ．｛ STAUDINGER

By　SAax）Ru 　K 胛 AYA 矼A

　　　　　　　　　　　　　　1． 緒　　　言

　　近年 、北海造及樺太に 於 て
、 麥類 の 穗 を食害 し子實た損傷を與 へ る夜盜蟲

皀卩ち シ ロ ミ ミ ア カ ヨ タ ウ P αrcvstdehtis 　bαSili7iect　bαSistrigα 毓A 由 INGER が發生 し

て 、將來蔓延の 徴あ る を示 し、 加害亦漸 く多か らん とする傾向 を有す る こ とば 、

國策どして 小 麥増殖計書 の實施せ られ つ x あ る今日、最 も注意を要 すぺ

’
き ご と

で ある 。 然 る に本種は可 な り古 い 以 前 か ら本邦 に産 す る こ と が知られ で居 る に

係 らす、害蟲 と して の 記録 に 極 め て 乏 い n もの で ある 。 余 は本種の 海外 に 於け

る加 害性 に鑑み 、 今後北部 日本 に 於け る重 要害蟲 の 一と して 、 必すや 當業者が

本種 に惱ま さる る場合の ある こ と を想 ひ 、 昭和 7 年以來之 が研 究に 從事 して ゐ

る 。 未だ そ の 中途で あ つ て ζ不明の 點 が多 ft あ る けれ ど も、農林省肆事試驗場

技師木下周 太氏の 懇篤 なる慫慂 に 從ひ
、 茲 に 本種 に關 する概念 を豫報 と して 記

し、 以 て 大方の 參考 に資したい と思ふ 。 北海道農事試驗 場技手遠藤和 衛氏 は實

驗上 尠か らざる 助力 を與 へ られ 、同場囑託藤 田勝 正 氏は寫眞撮影 の 勞を執 られ 、

又 樺太廳 中央試驗崩技師堀松次氏 は 樺i太産の 標品を寄逶セ られ た 。 本文 に 入 る　．

に 先だ ち 、 上記の 諸彦に樹 し深甚の 謝意を捧げる 。　　　　
』
』
1
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　　　　　　　　 2． 本邦に於ける害蟲 と して の 史的瞥見

　　聢邦Ft於 て本種が害蟲 と し て 記述 せ られた の は、恐 らく大 正 6 年 L1917 ）

松村松年氏 （8）が そ の 著 「應用 昆蟲學」 に於て 本種 を擧げ 、

“

麥 、 牧草等 ＝寄

生 ス
”

“
幼時 ハ 麥穗ヲ食害 ス

、 大 害ナ シ
”

と記 された の を以 て嚆矢 とす
’
る。 其

の 後同氏 （9 ，
11 ）は大正 9 年 （1920 ）

’
の 出版に係 る 町大 日本害蟲 奎書前篇 （改

　　 1〕 本報文 に は 北海道 農事試驗揚 に 於 け る試驗調 査 事 頂 の 一部 を 含 む もの で 、華 に 上

司 の 承 認 を經 て 發 表 す る 。
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昆 蟲 ・第 八 卷 第 一 號

　訂 版）」 に も、 又 昭和 7 年 （1932）に 出版せ られた 「大 日本害蟲圏読 」 に も略

　記せ られ て ゐ るが 、本邦の 何れの 地 に 被害が あ つ た の で あるかは明で なV ・

。 村

　田藤七氏 （12 ）は昭 和 2 年 （1927） に本邦米麥作害蟲 目録 を發表 せ られたが 、

　そ の 内 に 本種 を加 へ られて ゐ る。 之に 關 し直接同氏 に 照魯 した處 、本種 に 就て

　は松 村氏 の 前記 の記事に撮？た もO ．で 、本邦に於 て未だ そ の 加害 を見聞 した こ

　とが ない と の 意味の 御囘答で あつ た 。 然 るに 昭和 8 年 （1933）2 月、堀松次氏

　（5）は石 山哲 爾氏 と共 に 「病害蟲防除要綱」 を出版せ られ 、 そ の 中に樺太 に 於

　け る主要麥類害蟲 の 一と して 本種 を數 へ

、 加害妝況 、 同地 に 於け る生活 史の 大

Pt．

’及 防除法 を記述せ られた 。 之 は確實に 本邦 va於ける害蟲 と して の觀察 を記
’

述 せ る貴重な交獻で ある 。 北海道 に 於け る發生
1）

に 就 て は 、 昭和 7 年 （1932）

9 月農林省農務局農産課 が 「病害蟲時報 」 第 4 卷 第 9號 に 北海道廳長官の 報告

を載せ 、 更 に 同 8 年 （1933 ）10 月 「農産彙報 」 第 8 號 に 同長官の 報告 を基礎 と

し、發生區域 、 被害農作物 、 形 態、經過 習性 、防除法等 を記 されて ゐる 。

　　 北海道に 於て本種 の 加害 を確 めた の は 昭和 7 年 8 月で
、 北海道農事試驗場

十勝 支場 よ り十勝國 中川郡 幕別村 字止若の 高臺地 に 於 て 秋播小麥立 毛 中の 子實

に寄生す る
一害蟲 を逡 付 し、その 名稱竝 に 防除法の 照 會が あつ た の で 、調査 の

結果本種若 は こ れ に近似種で ある こ と を査定 し 、 その 旨囘答 した 。 依命 、 余 は

同年 9 月 中旬十 勝 、 北見兩 支 廳管 中へ

、 更 に 同 8 年 9 月 中旬 宗谷、留萠、上川

の 各支廳管内 へ 田張 、 實地 の調査 を行ふ と共に
、 材料 を蒐集 して 各般 の 試驗竝

に 觀察 をな しつ つ あ る 。 發生地 帶に於 ける當業者等の 記憶を綜合する に 、宗谷 、

留萠 、 網走等の 各 支廳管内 、 皀卩ち北 海道の 北部 に あ りて は 4 〜5 年前か ら僅 に

そ の發生加害が認 め られ て居 つ た もの で 、最近 麥類特 に 小 麥の 作付増加に俘ひ

急激 に本種 の 加害 も墸加し來 り、

一般 の 注意を喚起 する に 至 つ た もの の 如 くで

あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　 3． 分 　　　布

　　
シ ロ ・ミ ミ ア カ ヨ タ ウは 「 ヨ ー ロ ツ パ

」 に 原産 する Parcvstichtis　bcvszaine“　FA −

BRI 〔M 　JS の 地 方的 亞種 と認 め らる る 幡 融 ゼg α S瓢 UDINGER に 對 して與 へ らる べ き

　　1） 本 種發生 に 關す る 新聞記 事 と して は次 の 如 き も の が あ る

　　　 十勝に 新害蟲〔北海 タ イ ム ス
、 第 14872號 （昭和 7年 8月 20 日刊 ）〕

　　　 本年發生 の 小 麥病害蟲〔同 、第 15246 號 （昭 和 8 年 9．月 工1 圓刊｝〕
　　　 麥作 の 大 害蟲 シ ロ ミ ミア カ ヨ タ ウ の 蔓延〔同、 第 15253 號 〔同年 9月 18 口刊 ）〕

　　　 恐 るべ き害蟲麥類に 發生 し盛 1（食害す 〔小 樽新聞、第 13470號 （同年 8 月 18 日 刊 〉〕
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．
覺 ： 麥類 の 害蟲 シ P ミ

‘
ミ ア カ．ゴ タ ウ に 就て ％

峯稱で あ る が 、WWARR 煎
’
氏 （縅 ）に據れば、

’
こ の 亜種 は西部 「

ト ル キ ス タ ン 亅

東部
「 シ ペ リヤ 」 日本、支那 に 分布せ る もの で 、

’
文 「 ノ ル ウ it　一」

’
に も認 め ら

れ て ゐ る 。 然．る に種 と して の 分布 は極 め て 廣汎で
、

’
北牛球 に擴 り、 隨b て 從來

數種の 亜種 、 變種 N 異常形が 記載せ られて居 る 。 今 、 種 と して め分布竝 に被害

雇域 を見 る と吹 の 如 くで あ る
。

’

　　
「 ヨ ーロ ツ バ

」　極 北地 帶を除 く北部竝 に 中部 厂 ヨ e ロ rJ，　2C 」 に分布 し、厂イ

ギ リ ス 」 に も及んで 居 るが 、麥類 の 被害地帶と し て 知 られて ゐ る 主なる 地 方 は

P ・ ．シ ヤ 」

「
（M ・sc・w

，
　
’
Kaltlga

，
　
’rUla， 0 ・el

，
　Rlazau

，．　D ・n
，
　S血・lensk，

　Akmoli・ s
’
k，

Ufa等の諸地方 ）、「
ウ ク ラ イ ナ 」（JitOmir

，
　Kharkov ，　Po】t酬 a ，　Ekaterinoslav等

の 諸方 ）・ 「 ポ ーラ ン ド・ ．（Vilp・・G ・li。i・ 地 方）・

「ル ー マ ・；

’
ヤ 」 （W ・laGhia

，

Bukovina 地方）、 「チ エ ツ コ ス ロ パ キ ヤ 」 （Bohemia 地 方）、

「オ ース ト リ ヤ J

（Vienna地方 ）h
「イ タ リーj （北部地方）、

厂 フ ラ ン ス
」 （Rouen 地 方等）で厂ドイ

，ツ 」 （Silesia，　Baden ，　Nassau　egの 諸彫方 、 其 の 他）、

「オ ラ ン ダ 」‘

．
「デ ン マ

冖ク 」、

．「ニ ス ト ＝

ヤ 」、

「フ ヰ ン ラ ン ド」、

1
’
ノ ル ウ J− e ・

」 、

厂ス エ ’デ ン 」、「イ ギ リス 」

（lreland，北部 England ，　Oxford等の 地 方）等で ある 。

　　 厂ア ジヤ 」
「 ト ル キ ス タ ン 」、「チ ペ ツ ト」、東部 「 シ ベ リ气「」、 支那 、 日本等

．に知 られて居 b 、 日本 に於 ける分布 は樺太、千 島、及 北海道 に 限 られ 、 未 だ本

州 以南の 地 方 に は知 られ て ゐ な〉・
。 樺太 で は、

’
堀松 次氏 （5 ）に 據 れば 、

“
全島

に分布す る が
、 特に 西海岸南部地 方 に 多 V’

e
”

北海逍 に 於 け る 現在迄 の 分布區

域は北見、天鹽 、 石狩 、 十勝 、 釧路 、 膽振 の 6 國に亙 る もの で ヨ北海道廳の 調

「
査 に よれば 、 發生面積は 8353．5「町歩に 及ぶ と云 ふ こ とで ある 。 今 、 昭和 8 年

迄 に判明 して ゐ る被害地帶 を行政區劃に 隨つ て 示 す と次の 通 りに な る

　　 宗谷 支廳管内一 宗谷郡 ，

・枝幸郡

　　 留萠支 廳管内一 天鹽郡

　　 上 川支廳管内一
上 川郡

　　 網走支廳管内一
紋別郡 、 常呂瑯 、 綱走郡

、　 釧路國支廳管内
一釧路郡

　　 十勝支廳管内一 河西郡 、 中川鄭

　　帶廣市

　　 渡島支廳管内一 山越郡　 ．　　　　　　　　
『

．　 ＿
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鉛 昆 蟲 ・第 八 巻 錦 一
競

L

　　
「
北アメ リカ JW ．）．Ho エL 岬 D 氏 （4 ）に

’
據れぱ 、

「
カ ナ ダ」 に分布せ る もの

で 、そ の 區域 は
・Alberta

， 其 の 他西北部地 方で ある と云 ふ こ とで あ る。

　　以 上 發生加 害の 記 録 を通 覽 して 直に 氣付 くの は 、 本種 の 分布が北 牛球 の 北

方 に 限 られ 、而 も中部
「

ヨ ーロ ツ ノ  に 於 け る被害地帶の 多 くが 山地地 方 なる

こ とで あ る 。 即ち本種 を塞 地 性の 害 蟲 と看做 する こ とが 出來 るや うに 思 ふ 。

佝 こ の 點 に 關 して は一暦 の調査 をな し、本種の 特質 を明 に した い
。

　　　　　　　　　　　　　 4 ．食 餌 植 物

　　本種 は 、
r
そ の 隸 す る PcerCtstichtdS屬 の 大多數の もの と同樣 、禾本科植物を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「
以 て その 食餌 となす もの で

、 同科中の 各種 の 植物 を食害 L 得 る雜食性 の もの で

あ る 。

「ヨ ー ロ ツ パ
」 に 於 け る從來の 記録 に 徴す る に 、 本種 に對 ．し Queekeneule

（Gouchgrass　moth ）の 名が興 へ られ て 居 る 通 り、 多 ぐは小麥 に 近 Vb ヒ メ カ モ ジ

グ サ ノ1gro
鮒

剛 笳 吻 θ粥 其 の 他類似 の 雜草 叉は牧草 に 寄生 して 居 る の で あ る が 、

こ の 場 合 に は幼蟲 が 分散 して 居 るた め 、 あまり大害 をなさなV ・の が普通で あ る。

耳 R ムNGNow 氏 （14）の如 き 、 本種 は從來考 へ られて 居 たや うな害蟲 で はな く、

ラ イ麥圃 に 雜草 と して 生 じて ゐ る セ イ．ヤ ウ Pt カ ボ AgroStis　Sl）iea−vev ｝t・i を食害す

る もの で あつ て
、

こ の 植物さへ なけれ ば ラ イ 麥 に は被害の な い もの で ある とさ

へ 極言 して ゐ る 。

．
然 し、 本種 の 禾穀類 に 封する加害は L ，FULMER 氏 （3） に 據

れば∫オ ース ト リヤ 」に 於 て vienna 附近 で は既 に 1855 年 に收穫後の ラ イ麥 に

本種の 加害せ る記事が あ る と云 ひ 、 同氏 も亦小麥 、ラ イ 麥 、大 麥 の 穗 を害 し 、

又玉 蜀黍 に 寄生加害する こ とを觀察 して ゐ る 。
E．　L ．　TmscfiemTBE ”G氏 （23 ）に據

れ ぱ 、 各種 の 麥類 及玉 蜀黍に來 り、 こ の 場合は雜草 に ある と きと異 り群棲性 ど

な り顯著な害 を與 へ る と 邇 べ て 居 り、 更に 」．　RZEzEiLdA　Bos 　ft（16 ）も同樣の 事

實を認 め て ゐ る。
「イ ギ リ ス

」 に於 て 、 W ，　SOA．　EERVTLLE 氏 （21 ）は本種の 小麥 に

發生せ る こ と を記録 し、1〈．M ，　SNIrH 氏 （20）は本種を禾穀類の
：‘
　a　potential

pest　
”

と看倣 し、就 中、小 麥 と大麥 に 害が 多い と述 べ て ゐ る。
「ロ y・ t ］ に 於

て 、V ．　G ．　AViiRns’氏 （1）は牧穫 前の 小麥の み ならす、牧穫 後禾束 となせ る もの

を も害 する こ と を逹 べ
、 更 に 1．A ．　PORTCH 肉 KY 氏 （13 ） は禾堆 と せ る麥類の

み な らす 、 貯 藏 中の 麥 類 に も屡 々 大 害 をなす こ と が あ る と報 じゼゐ る。 叉 、

S．　 RoSTRup 及 M ．　THO 遭 s愈 爾 氏 （19 ）は燕麥や チ モ シ ーに 樹す る加害め事實 に 　．

就 て 述 べ て ゐ る 。 徇 、注意 す べ きは L 。REH 氏 （15）が ル ーサ ン （ア ル フ
ァ

ル フ 7 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

桑 山 覺 ： 麥類 の 書蟲 シ ・ ミ ミ ア カ ヨ タ ウ rcra て

に寄生ず る場合が ある と述 べ て ゐ る こ と で ある 。 樺本に 於 て 堀松次 氏 （5 ）は大

麥 i

一

裸麥、小麥 、
ラ イ

’
麥、燕麥 を食餌植物 と して 擧げて ゐ る。

　　昭和 7 年、余は十勝國幕別村 に於 て エ ゾ カ モ ジ グ サ 匆 併卿 7翻 卿 脚 8」醜 に

本種の被害ある こ とを知 り、 爾來飼育竝 に 觀察 の 結果 、
こ の 植物は本種の 常時

の 食餌植物た b得 る もの と認 めた 。 叉 、昭和 8 年の秋季 、 大 谷廣直氏 が 北 見國

野付牛町 に 於 て ヤ マ ア ハ （加 伽   g70覦 s 翊 σ伽 3 の 穂 に 寄生せ る もの を探集せ ら

れたが 、 その 幼蟲 は當時の もの として は可な り形が 小 さか つ た けれ ど も、 恐 ら

く本種に相違ない もの と思 はれ る 。 禾穀類 と し て は 、 前述せ る北海道の 發生地

域 に あ りて は常に 小麥に寄生加害す る こ とを認め て ゐ る が 、宗谷、留萠 、 L川

の 3 支廳 管内で は こ の 他に裸燕麥に加害著 し く、叉 、 北見國稚 内町 及 び 天鹽國

幌延村に あ りて は更に ラ イ麥 及び燕麥（有桴普通種）に 發生す る こ とを認 め 、 石

狩國美瑛村 で は 玉 蜀黍り穂に蠧入加 害す る の を發見した 。 之 を被害程度か ら見

る と裸燕麥を第一に推 すべ く、 小 麥次 に位 し 、
ラ イ 麥稍 ダ被 害少な く、 燕 麥は

輕微で
、 玉 蜀黍 に は稀で あ る 。 尚、昭和 8 年 9 月 20 日か ら 10 月 10 日 に 亙 り

’

小麥 、 大麥 、裸麥 、 裸燕麥 、
及 び稻 を用 ひ攝食試驗 を行 つ た が 、時期が 稍 々 晩

か つ た關係上充分な結果を轉た とは云 ひ難い けれ ども、 就 中 、 裸燕 麥 を最 もよ

く好み ．その 攝食牽 は約 50％ に 上 り 、 小 麥及大麥は伯仲 して 之に 亞 ぎ、裸麥

に は その被 害僅少で 、稻 は僅 に果梗、莖桿が咬食せ らるる の に 止 り、 子 實 に於

け る被害は認め られ なか つ た 。

　　　　　　　　　　　　　 5．經　過　習　牲

　　本種は年 1 囘の 發 生 をなす もの で
、 老熟せ る幼蟲態 を以 て 越年する 。 翌春

地 中に於 て 蛹化す るの で あ る が 、 北海道 1・C 於 け るそ の 時期 は未だ調鷹 して ゐ な

い
。

「 ヨ
ー

ロ ツ ィ  で の 記録 に艨れ ば 、 早 い の は 4 月下旬か ら、 通 常 5 月 で あ る 。

然 る に堀松次氏 （5 ）に 據 れば樺太 に 於て は
“
六 月申旬頃 、 土窩を造 り 、 そ の 中に

蛹化 ”

す る と の こ とで 、厂
ヨ
ー

・ ツ パ
」の 夫れ よ りも約 1箇月晩V ・

。 成蟲 の 發生

趺況か ら考 へ ると、北海道 に於 け る蛹化期 は恐 らく樺太 の 夫れ に 一致 す るで あ

らう。 續 て成蟲が羽化す る 。

厂 ヨ ー・ ツ ・  に 於 て 夫れ は 5 月乃至 6 月 で ある と

云 ふ が 、本邦 に於 て は之 よ りも遲れ 、北海道帝國大學農學部 昆蟲學敏 室所 藏の

標品 に 就て 採集記録 を見 る に
、 北海道 の もの は 6 月 24 日 か ら 7 月 22 日 の 間 に

¶
あ b 、 樺太産の もの は 7 月 8 日乃至 7 月 25 日、千島産の もの は 7

’
月 30 日 で あ
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『
凱 堀松次 氏 （5）の 觀察も亦

“

7 月中下旬 に胴化す る 。

”

翹 化 せ る もの はやが

て 交尾 、産 卵する の で ある が ；
「

ヨ ー・ ツ パ
」の 丈獻 に 據れ ば、それ は圭 として

夜間 に行 はれ る 。 産卵場所は ．E ．　L ．　T ムsc且  ERd 氏 （23 ），

’
J．　R彪 E 皿 Bos 氏

』
（16 ）等 に據れぱ莖 又葉上 で あつ て 、 卵 を集合堆積 して 産付する もめ で あると云

ふ 5然 る に堀松次氏 （5）に據れぼ麥穗 に産卵する と の こ と で 、こ の 點は更 に 調

査の 上確定 しなければなちぬ 。 但 し
‘
K ．M ．　S皿 H 氏 （20）は兩者の 場合 を報 じ

て ゐ る 6 卵期は
’EL ．　TA6CE 跏 BER α（23 ），

　Jl　R 皿 ZEMA 　BOS （1・6），　S．　Ro觚 Rup 及

M ．　THomSEN
’
（19）等の 諸氏 に據れば、「

ヨ ー ロ ツ パ
」で は 】0 日乃至 14日 h 平 均

・12 日で あつ て 、之 よ り罅化 した幼蟲 は直 に 乳熟期 時代の 子 實 の 内部 に蠧入食

害 し、之 を筌 虚 に し 、 蟲糞 を纏絡充 塞する の で あ る。 こ の欺 態は一見 バ ク ガ

＆
’
．totvogth　ce・realellα　OLIvlEe の夫れノに酷似 して ゐ る 。

』
然 し成長が速で あるた め に

、

幼蟲 は間 もな く之 を辭 し 、 日 中は 小穗の 間隙等 に 禰止 し、 夜間外部か ら子實

を食害す る 。

一
暦成長す る と 日中は 地 に降つ て 地

下 淺き處 に潜伏 し、夜間出で て 麥 穂 に昇 り 、 同樣

食害す る
。 幼蟲 は未熟 の 軟 か V ・子實に 止 ま らす 、

完熟 して 硬 くなつ た子 實 を も容易 に食害 し得 る も

の で、．子 實 を食害 す る際 、 護穎 、内 外穎 を も咬食ず

る こ と は 勿論で ある 。 そ の 特 徴と して 、子 實を全

粒食害 するが 如 き こ と な く、その 頂 部 の 方 を牛ば

或は斜 に食 ぴ、若 は側 方を噛 ゆ 、 か くして 點 々 食

ひ 廻 る の で あ る 。 然 し、 立 毛 申の こ の被 害は 、 特

に 發生 の 激甚な る場合の 外 は あま り顯 著 で ない

が ・ 鱶 後麥束 鹹 囃 ・な ・或・架木 ・・掛 け 繋 驪 篇 講 誉
て置 くと き ・

・幼蟲は漸次之 に 蜩集 し來 り傘害を猛 　
1岶 北見國稚内町字沼川 rc於

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 て 執筆者 寫 す〕
ふ す るの で ある 。 その た あ被 害が急速 に 進 展す る。

禾堆又 は 架掛の 場合で も日 中に は幼蟲は食害 を休み桿 と稗 との 間に潜ん で ゐ る。

昭和 8 年 9 月 中旬 、 天鹽國幌延村 で 可な り以 前に牧穫 して 禾堆 とせ る裸燕麥 の

麥束に就 て 潜在幼蟲數を調べ た處 、

・1束 （268 本乃至 298本）に 34頭乃至 41

頭 の幼蟲 を發見 し尢 。 同所 に於 て 積ん で間もな い 禾堆 に就て調べ た處 、 幼蟲
．
は

潜在 して ゐない か s 叉は極 め て 少數で あつ た 。 か くして老熟せ る もの は漸次地
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中の稍 々 深V ・靂に入 り越 年する の で あ うb 睨穀 の 際子實に移 凱 之 と共に 室 内

に まで邇ばれ、又俵裝の後もそ の 中．vaあって活動を績ける もの もあ る 。 余 の 屡

々 經驗せ る處 に 據れば 、 普通 の 唐箕選で は子實 に混 在せ る幼蟲 を充分に選別す

る こ と 噂困難である。
こ、の點 は 1．A ．　PORTGHINSKY 氏 （13 ）の 「 pS

’
ヤ 」 峰於 け

．る觀察 と
山 致 して ゐる 。

一部 の幼蟲は睨穀調製の 際生ぜ る桴屑や稿稈等 の 間 に
　　 ヒ

潜在 して 越年す る こ と が ある 。 叉 1．A ，　PORTCH 珥 SKY 氏 （13 ）等は刈株の 中で 」』

越年す るζ とが ある と 云 つ て 居 るけれ ども、余 は未 茄がか る實例 を見 て ゐ な い
。

E ．　L．TASCHEtlTBERG氏
「
（23）； G ，　R6RmsrG　Sk（18）； W ，　SoMERvI血 写氏

』
（21 ）等 匹

據れば 、

「ヨ 尸
『 ツ 〆 」に於て越年せう幼蟲が翌春蛹化前 に 麥類の 稚苗や越年性

禾草の 稚葉を食害 する と の こ とで あるが 、S．　ROS7VRVP 及 Mr 　THOmSEN 氏 （19 ）

は C・の 事實 を實見し て ゐ ない と 述 べ T のる。

’・
本邦に 於 て も亦未だかか る事例 を

認め て ゐ なV ・

。 　
．
　　

』幽
　

”『’
　 ．　　　 ．

．
　　

・’
　 二

’
　 ：

　　余 の 昭和 8 年 に於ける觀察の 内で 、・幼蟲の 習性 と しで 特 に興味深 く感ぜ ら

れた もの は 、 共 食性 と避光性 とであつ て 、又
》 日光り直射 に對 し著 しく羝揃性

の 弱い ζと も注意 を惹 くに 足 るもの で あ っ た 。 邸 ち、．飼育 中に 於て は 、食餌が

相當豐富で あ つ て も忌屡タ共食をなす こと を認 めた 。 又 、
．日光の 直射 を極 度 に

嫌 ふ もの の 如 く．で あつ て ボ 禾堆 を發 くと露 はれ た幼蟲は狼狽 して 直 に 移 動 し或
　　　　　　　　　　 へ

は落下 して 、
．
日蔭に遁去するのを認めた 。

’
子實中 に混在せ る幼 蟲 叡 子實 を薄

く陽乾す る ときは速 に莚蔚は ズ ツク 等の 敷物 の 下 に隱れ る けれ ども、 遁げ途 せ

す して 斃死 する もの も極め て 多い。 ．以上 は經 過習 性の概要で あうが 、本種の 習

性 と して更 に 衣の 2黠を附 記 しな けれ ばな らな い 。 餌 ち、　 ．　　 ． ．．：

　　第 1 に J．R 皿 ZEMUL 　Bos 氏 （16，17）
’
が本種 の 發生は特 に乾燥 な高臺地

（
“
　h6heren　trocknen．1、論 derb ， ，

；

’‘F

　dry　hi藍h 尸lyiDg　l轟nd ノ
，

） に 多 い と云 つ て ゐ る

こ と で ある6 ζれは余が北海道に於 て 昭和 7 年以來特 に本種の 被害地 と して 實

見せ る地方例ぺ ぱ十勝國幕別村字止 若、、同國大正 村 、北見國稚 内町字沼川、天

鹽國幌延村字エ ベ 鱒 ベ ツ等力戦 ね高臺地 帶で あつ た こ とva一致する ・ ．ζの 點

は更 に
’
精査 の 要が あ る けれ ど も、特 に 注 目すべ き事 實で あ る 。

　　第 2 た 1．A．　P。Rtcl ｛INSKY 氏 （13 ）が秋季 鯲 ける本種の 活動 は氣温 に左右

せ られる もめ で 、 秋季 温暖 で あれば 本種の 害 を増 す もの 空 夢ると述 ぺて ゐる

「
ζ

とで ある 。 北海道に 於て本種の 害蟲 と．しての年次が淺い た
’
め にヨ未だ此の點 に 關
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す る觀察 を有 して は居 ない が 、 t れ亦今後研究調査 を要 すべ き點餐 ある と思 ぶ。

　　　　　　　　　 6． 本 種 の 害 蟲 と して の 重 要 性

　　敍 上 、本種 の 習性 を檢討す る と き 、 本種は北海道 、 樺太 の 如 き北部 日本に 在

來 の 種類 で あ つ て
、 カ モ ジ グ サ の 類 」gγ o鮒 剛 輪 spp 其の 他の 禾本科雜草 を食

餌植物 と．して 居た もの で あ らう。 然し本種 は禾本科植物 に 鍬 して は多食性で あ

っ て 、余 （6 ）が甞 て ア ハ ノ メ イ ガ 君リァ翩 画 ％醐 贓 8 翫 跚 R に歳 て 考察 した と

同樣 に 、本種 も亦その 成蟲 の 産卵竝 に幼蟲 の 食害は各種 の環境の 内食餌植物 の

總量一 分布 、 裁培面 積叉 は生育狄況等一
’
に影響 する もの の 如 くで あ る。 そ

の 見地 に 於て ・耕地 の 擴張竝 に 本種の 食餌植物た り得 る麥類若は 玉 蜀黍 の 栽培

面積の 増減は 、 本種 を して その第 一
次 食餌植物 を禾草 よ P禾穀類に 轉換せ しめ 、

又 は急激 なる大發生 を惹起 せ しむ る こ と となる 。 帥ち 、 近 年樺太及北海道 に於

て 本種 の 加害 を見 る に 至 P 、 而 も北海道の 一部 に於 て 被害の 急増せ る現象は 、

全 く地 方的 食餌植物相の 人爲的變化 に相 關 して 起 りた る もの と謂ふ べ きで あ ら

う。 例 へ ば 、天 鹽國幌 延村 の 村農會技術 員蔑井義郎氏 の 語 る處に據れば 、 同村

は耕地約 5000 町歩 の 内、燕麥 1756 町歩 、 裸燕麥 299 町歩 、 小 麥 （春播秋播 を

合 し）130 町歩 、
ラ イ 麥 100 町歩の 現在で あつ て

、 麥類は全耕地 の 牛を占め、

而 も同氏 は農家食糧作物 と して 數年來裸燕麥を奬勵した處 、 そ の 風王恰適せ る

ため 昭和 6L年以來急激 に 作付増加せ るが 、 同 7 年以降本種の 被害が 激甚となつ

た との こ と で あ る 。 ζれ は前述 の 読明を よ く裏書せ る もの と思 ふ 。 それ故釜墸

殖せ らるべ き小麥 に對 し、若 は その他 の 禾穀類 に 對 し、今後地方的re本種の 激

しき發生 を見、不測 の 害を被 る こ とある べ きは 容易 に想豫 し得 らる る處で あつ

て 、將來最 も警戒を要す べ を害蟲 と考 へ る 。

　　　　　　　　 7． 生 態 よ リ見 た る 防除 法 の 考 案

　　防除法 に就て は鋭意研 究中で あつ て
、 未だ完全 な る結論に劃達 して ゐ な V ・

。

昭和 8 年の 秋季、各種毒劑 を用ひ て豫備的 に室内試驗 を行つ たが 、あま り刹然

した結果 を得 なか つ た 。 然 し敍 上生態上 の 觀察 に基 き考案せ る防除法 を次 に蓮

べ て 見や う。

　　1． 牧穫後速 に脱穀調 製をなす こ とが最も肝要で あ る。 收穫後長 く禾堆 と

な し又 は架木 に 掛 け置 くこ とは 、本種の 害 を著 しく増大せ しむる もの で あ る。

それ故 、日脚 の 早 い 秋季 に あ bて はきなきだに作業が 輻輳 して 睨穀調製の 邏 延
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、を免かれなV ・ もの で あ る けれ ど も、 本種 の 被害 の 虞 ある場 合に は速 に 睨穀 す べ

きで あ る
。

こ の こ と は 「 ヨ ーロ ・ツ パ
」

’
に 於て も古 く N6RDngGEE 氏 の 方法 と して

EJL ．　TASCHENBERG 氏 （23 ）が 推奬 して 以 來 、

．
多 くの 先 輩に よ p勸 奨せ られ て

ゐ る處で あ る 。 こ の 睨穀調製の 遲延 は 、更に もし麥蛾發生地帶で あれ ば麥蛾 の

被害を壇すこ と に な り、 或は恐 るぺ き麥類赤黴病發生の 誘 因 と ta　b 、 又雨 露の

ため品質 を失墜せ しむ る こ と に もなる か ら、

一贋そ の 必要 を認むる の で ある 。

さうして 眈穀 した もの は唐箕選を嚴に して 成 る べ く幼蟲の 除却 に努め 、 更 に薄 ．

く擴げて 陽乾す る こ と が 肝要で あ る。 ．V ．G ．　A．VERIN 氏 （1），　 L　A ．　PORTGHINSKY

氏 （13 ）等 は 、 簸選で は充分幼蟲を除去 し得 な V ・か ら、寧 ろ幼蟲の 通 らね 程度の

細 目の 篩で 選別す る方が よv ・ と述 べ て ゐ る 。 徇 、 繭氏共 に 、 禾堆 を作 つ て 暫 ぐ

貯藏 しなけれ ぱな らぬ 場合 に は 、その 場所 は成る べ く麥 を收穫 した 圃場以 外の

處が よV ・が 、もしこれが不可能の 場合に は 、

一部分 を極 め て よ く清潔に して そ

の處 に積 み 、周圍 に角堀の 明溝 を掘つ て幼蟲の 侵 入 を遮斷すぺ く、又 禾堆 は成

るべ く緩 く積ん で 筌氣の流通 を よ くし 、 丙部 に新鮮 な寒氣が通 する や うにす べ

き で あ る と述 べ て ゐ る。

　　 2． 睨穀調製 の 際生 じた桴屑、稿桿 の 切片等は之 を散逸す る こ とな く悉 く

集 め て 燒却すべ き で ある 。 叉 、 稿稈は速に 堆肥叉は家畜 の 敷藁等 に 使用處分 し、

明春融雪後 まで 殘 さぬや う．に する こ と も必要で あ る 。

　　 3． 秋耕 を行 ひ越年幼蟲 を殺す こ と も忘れて は な らない 。 ζ れは發 生の 多

か つ た地 方に 於て特 に必要な作業 と考 へ る 。

　　 4． 幼蟲 の 存在す る被害子實に對 して は 、 二硫化炭素叉 は ク ロ ール ピ ク リ

　ン を用 ひ 燻蒸す ぺ き で あ る 。 こ の 點に關 し昭和 8 年 9 月中旬試驗 した處 に 據 る

　と 、
1000 立 方尺 に 付二硫化 炭素 3 封度乃至 7 封度 21 時間乃至 48 時間 、 同 じ

くク P −一一ル ビ ク リ ン Q．5 封度乃至 1．5封度 72 時間の 範園で は総 て 100％ の斃

死 率 を見たが 、 燻蒸後の 子實の 發芽率 は小 麥の場合無處理 の 96％ な
’
る に 對 し 、

二硫化炭素の 夫 れは

’
93・・−9S％ 、

ク 壷一ル ビ ク V ン の夫れは 64 〜 87％ で 、 後者

は稍 々 發芽 力を墜 して ゐ る 。 こρ黠 よ P見 て 寧 ろ 二 硫化炭素 の 使 用 を安全有效

　と し、1000 立方尺 に對 し 3〜5封度 1〜2晝夜で よい と思ふ 。 燻蒸設備の ない

地 方で は茶箱、長持の 如 き もの を便宜利用 して まか らう。 徇 、 A ．　G．　AvERIN．氏

〔1）は野外 に あ る禾堆 に對 しそ二硫化崇素 を用ぴ 天幕燻蒸 をなす こ と に 就て 述

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

」

32．
昆 蟲 ・第 八

．
卷 第

一
號

べ て ゐ る 。 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ

　　 5． 既 に 述 べ たや う に
、 本種は各種麥類及玉 蜀黍 に 寄生 し得 る もの で あ る

が ・ そ の 加害程 度は一樣で 勧 ・ こ れ は勿論地 方的 に差異の ある もの で あ窃
れ ども ・ 發 生騰 に 於 て は栽墸上 そ僻 の 作物の 酉礑 蹴 て 臆 を しなければ

な ら融 。 又 、 品種 に就 て も同樣の 注意 を必要と す る。 北海道に 於 て は未だ品種

間 鯲 け砥 抗性の 差 蹴 て調査 を して ゐない が 、 v ．G ．A ・・曲 氏   は

Khark ・v 地方 に於 て普通小 麥 （
‘‘

whit ・−e・・ed・ki・d ・

）に被 害多 く、 硬粒 小麥巾

の 1 品種 Amautka （1
’

ritiOttm　durzzm　var ，　hopdeiforme）に は比 較的被害が少なth一
と述 ぺ て ゐ る 。 ，

　　　　　　　　　　　　　　 8 ． 天　
’
　 敵．

　　 KM ・S矼 曲 民 （20 ）に據れば 「 ヨ ー ロ ッパ
」 に於 て は本種 の 寄生蟲 と して

・

コ マ ユ パ チ科 に 屬す る 1肋 曜 伽 励 θr傭   砌 W 職 1儒 L が知 られ て ゐ る との こ

とで ある。 本邦 に 於 て は未だ寄生蟲 を發見 して ゐ ない が 、 余 な昭和 8年秋季天

鹽國幌延村 に於 て 〜 圃 場に置 かれた裸燕麥の 禾堆 の 内部 に潜在せ 乙シ ロ ミ ミケ

カ ヨ タ ウの 幼蟲 を エ ゾ カ タ ビ ・ オ サ OalosomCE　maderae 　FABRIaFvs　ya
’
r．　o痂 8岫

KIRBY の 成蟲が捕飢 伍 ある の を目撃 した ・ 5（・ 同地 當業者・琳 某 は海 朝

カラ ス が 來て 禾堆 を啄 き散 し内部に 潜在せ る幼蟲 を捕食す るが 、 麥穗 は害 しな

い や うで あ る と余 に告 げた 。

　　　　　　　　　　　　　　 9．．
’
形　　　態

　　幼蟲　老 熟 せ る もの S 體長約 25 粍 、 體幅約 5粍 。 體略圓筒歌で
、 各節間

は稍 焔 窪・
し ・ 第 2部 3兩節の 背上 vaは 3横凱 第 櫛 よ り第 12節の 背上 に は

稍麦後方 に各 1 横皺 を有 して ゐ る 。 頭部は 光澤あ る黄褐色で
、 之 に 濃色の 網瓶

斑 を有 し、第 1 次 剛毛 は淡黄色 で 長 V ・6 口 器 の 内 、 上唇の 前縁 は深 く刳れ 、 大顛
は強 く、 黒 褐色を呈 して ゐ る 。 觸角は淡黄色 。 單眼は略宇圓周上 に配列 し、 黒褐

色 を呈 して ゐ る6 胴部は
、 氣門線 よ 砂背方は帶紅淡褐色の 地色に 晤褐小斑 を密

布 して
、 寧 ろ暗色 を帯び て 居 る

。 そ の 中央に太 く背線 を走 らして ゐ るが 、僅 に

紅色 を帶び た黄 白色で ある。 氣門上線も亦背線 と同色 で顯著で ある が 、之 よ り

は細 v ・6．、．氣門線は幅甚溢廣 く、 孥ち荻白色 に遞 く、 そ め下縁僅に暗褐色を呈 し

て ゐ る6 腹面は 一樣 に緑色 を帶べ る友色で ある 。 硬皮板 は甚 だよ ぐ發達 しご光 二

澤強 き褐色 で 、之 に 3本め白色條を有して ゐるゐ臀板も亦光澤あ る褐色で 、そ
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の 中央 に 1 本の 白色條が ある 。 氣門は楕圓形で 白色で ある が 、 周 圍を包むキ チ

ン 環は漆黒色 で ある 。 第 1 次 剛毛は淡黄色で 稍 々 長 く、 そ の 基部 は僅 に 黒色瘤

起をなし、その 周圍の 皮膚 も亦黒褐斑 をなすの で
、 その 位 置は顯著に 識別せ ら

れ る 。 胸脚は 淡黄色で 爪 は赤褐色 。 腹脚は腹面 と同色で 、 鈎 毛 は赤禍色 を呈し

て ゐ る 。

　　叙上 の 色彩は濃淡可 な り個體變異の ある もの で あ るが ；晩秋停食 して休眠

に 入 るや う に な ると 、 背面の 色調 は著 し く濃色 とな り、 寧ろ黒褐色に近 く、背

線の み顯著 に 白色 を呈 し 、 氣門上 線は少 しく不判明 とな る 。 さうして 腹面 も殆

ど緑色 を失 ひ 、次黄色 とな る o

　　菠齡幼蟲 の 色彩も大體に於 て 老 熟幼蟲の夫 れ va　一致 して ゐ るが、背而 の 地

色 は紫褐色で ある o

　　 蛹　赤褐色 、紡個 伏で あつ て 、 體長約 15 粍 。 尾刺は稍 々 扁干で 、腹面 兩

側 に隆起が あ り、黒褐色 で あ る 。 その 先端に 近 く 6 本の 鈎 毛 あ り、中央 の 2 本

は張大 で長 く、 赤褐色 を呈 し、 兩側 に存 す る 4 本は稍 々 長 きも細 く、 且彎曲 し、

晤黄色 を呈 して ゐ る
。

　　楕園形の 粗繭内に存す る もの で あ るが 、粗繭 の 周 圍に は 多數の 土 塊 を附着

して ゐ る 。

　　成蟲　雌雄 、 體長 13 粍乃至 15粍 。 翅開張 28粍乃至 30 粍 。 頭部荻褐色 。

複 眼黒羯色 。 觸角は暗褐色 を帶び て ゐ る 。 胸背は帯紫次褐色、胸下 は次褐色 。

前翅 、表面 の 地 色は僅 に紫紅色 を帶びた る次色で
、 基部 の 申脈嬖 に滑 ひ黒色の

1 縱條存 し、その 先端は稍 々 幅廣 となつ て劍朕 を呈 して ゐ る 。 こ の 黒條は 本種

の 最 も顯著な特徴 で あ る 。 牛横線は 明瞭で は なVbが 、前XX．te近 く僅 に 現 はれ 、細

く黒色 で あ る 。 前横線及後横線は 明瞭な黒色條で あ つ て 、 こ の 兩線の 間 tt−一樣

に 暗褐色 を帶ぴ 、 爲 に前翅 の 中央に幅廣の 暗色帶 を有する觀が あ る 。 こ の 帶斑

の 内 に 腎状紋 と環状紋を現 は して ゐ る が 、腎駄紋 は甚だ大 き く耳 駄 をな し 、 友

白色で 判然境せ られ て ゐ る
。 個體 に よつ て はその 内部 に暗褐色の 輪紋 を有 し て

ゐ る もの もある。 鐶状紋 は卵形で
、 同 じく友 白色で あ る が 、前者 よ b も稍 k 小 さ

く且不 明瞭で あ る。 波状線は地 色で あるが 、 その 内側は茶褐色 を以 て縁取 られ 、

外側は 外縁に 至 るまで 廣 く紫友色 を呈 して ゐ るだめ、明瞭に認むる ζ とが出來

る 。 縁線 は黒褐色 で斷績 し、各室に 於て 山形に 幅廣 とな つ て ゐ る 。 翅頂部 に は
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地 色の 圓斑 を殘 し て 轟る 。 縁毛 は黒褐色で あ るが 、 その 基部 は黄褐色 を帶ぴτ

ゐる
。 後翅の 表面 は友黄色で あるが 、 外孚は友黒色 を呈 し 、 恂 、 中室端 も友黒

色 で ある 。 縁線は黒褐 、 縁 毛は次黄色 。 前翅 、 裏面は友黒色で あ る が 、 波状線

よ り外方 は 淡紫友色 、後縁部 は淡色 で あ る
。 後翅 の 夫れ は荻 白色で ‘ 前縁部 よ

b外縁部 に 互 り黒褐鱗 を點在 して ゐ る 。 兩翅共裏面の 中室端紋及縁線 は黒褐 色
　　　　　　　　　　　　　　　 I

を呈 す る
。 脚 は友褐色 で ある が 、 各脚の 鮒節は黒褐色 。 腹部 は晤褐色で

、 雄の

尾端の 毛叢は黄褐色 を帶ぴ て ゐ る 。

　　　　　10． 本種の 學名 、 名稱竝 に害蟲と して の Pセ r αstichtis 屬

　　本種 は初 め No伽 α 伽 伽 脇 と して 記述 せ られたが 、後 Htvdena屬 に移 さ

れ 、長 らくこ の 屬の もの と して 取扱はれ 、 歐米 に 於 け る多 くの 害蟲書に は H ．

baSilinecrと して 記 載せ られて居 る 。 或る場合 Trαehe α 屬又 は Apame α 屬 に 移 さ

れだ が 、 W ．　WARREN ・氏 （題 ）は之 を ParcestiChtis　reの もの と した 。 余 は 今 日の

場合 WARREN 氏 の 研究に從ふ こ ととす る6
　　本種に i封す る 通 稱名 と し て

、 獨 乙 語で は Queekeneuleが 最 も著 名で ある。

J．R ．　A ．　DAvIs氏 （17）は之 を譯 して The 　eouch −grass　moth と名付けてゐ る。

K ．M ．舳 π H 氏 （20 ）は Rustic　shoulder 　knot と名付 け 、
　W ．　J．　HoLLAND 氏 （4 ）

は 1’he　base−streaked 　Hadena と稱 して ゐ る 。

　　和 名 シ ロ ミ ミ ア カ ヨ タ ウ
ユ）

は松村松年氏 （7）が 明澹 38 年 「
日本昆蟲總目

録第
一

」 を著 は された際 、 Hadeua 　bαsiVineα　FABRTcrvs に封 し こ の 名 を用ひ 、本

邦 に産 す る もの を 0 ．S［eAUI ）rls・GER 及 H ．　REBEL 兩氏 （22）に從ひ 、
　var ，　jictifnn

GUENSE とせ られ尢の に初 まる 。 倚 、 堀松衣氏 （5）は本種 の 俗名 と して ム ギ ヨ

トウの名を擧げて 居 られ る 。

　　W ．　WARREIST 氏 （24 ）に 猿れ ば 、 舊北 洲 に産す る Pan’a ．St・ichde　asの もの Ct　43

種 に 上 り、 そ の 内 日本産に屬す る もの としで は 15 種 を數 へ て ゐ る。 其の 後松

村 松年氏 は未記録種茲に 新種と して 9 種 を逅加ぜ られたの で
、 少な くも日本領

土 丙に は 24 種 を有する譯で あ る が 、そ の 内害蟲 と して 注 目すべ き もの に は シ

P ミ ミ ア カ ヨ タ ウの 外 に樺太 、 千 島、北海道、及本州 に 分布せ る ホ シ ミ ミ e タ

　　1） 松村松年 氏 （10 ）は 日本昆蟲大圓鑑 に 於 て 瓶 γ〔闘 漉 財 誌跏 bm α rg ∫贈 d　I・EECff に

對 し シ b ミ ミ ア カ ヨ タ ウ な る 和名髦付せ られ たオ  こ の 種は P ．　basilineaとは 全然關係な

き もの で あ る か ら 、 RS 祕bm α rgtinata に 對 して は 別に 和名を
’
付す る要 が あ ら うo

『
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ウ Percastdohtis　seCXttiS　LI）INfi が あ る 0 こ の もの は 「 ヨ 冖 ロ ツ パ
」 に 於 て Getreide −

eule と稱 し 、 各種 の 禾本科植物 、 特 に 麥類を加害す る もの と し て 知 られて 居 る

が 、 本邦 に 於 て は從來本種 の 加害 に就 て 記 した もの が ない 。
．然 し余は招和 5年

飼 育調査 をなせ る結果 、 數年前 よ り北海道各地 に於 て 大麥、裸 麥、燕 褻 、 茲 に

小麥の 孕穂前 に於 て 菰中に 蠧入 し て 食害 しその 上 方 の 莖葉 を黄變枯死 せ しむ る
一種の夜蛾は全 く こ の 種 に外な らざる こ とを確め 、 昭和 6 年之 を公表 したの で

あ る が
1）

、 本種 も亦 そ の 發生 加害は決 して 看過 す べ か らざる もの で あ る 。 か く

の 如 く本邦 に於 て害蟲 と して 從來殆 ど顧み られなか つ た Pan’astdehtSs 羂の 2 種

が 、 近 年 に 至 り北部 日本に於て 麥類の 害蟲 と し て 注 目を惹 くや うに なつ た こ と

は、特 に興味深 き點で あ り、又 應用昆 蟲學上重覗 す べ き こ と で ある 。 今後是等

の 害蟲 に 對 し防除 の 徹底を期す る に は 、
一暦研 究の 必要 あ る こ と を痛感す る も

の で ある。

　　　　　　　　　　　　　11． 引 用 文 獻

L 　AVERIN，　V ．　G ．：　Trαclt8α （Haden α）basilinea，
　SCHIFF，； Py7’austa 　 nubilalis ，

　HB ．

　　　　　　　 （ln　Russian ．　Translated　title） 〔Bullethl　oll　the　Pests　o［ Agri−

　　　　　　　 culture 　and 　Methods　of 　Fighting　The1エ〕．　No．6
，
　Issued　by ’the

　　　　　　　 Entomological　and 　Phytopathological　Bureau　of 　the 　Zemstvo　of

　　　　　　　 Charkov．　pp ，7−8
，
1ユー12，　Abstract 　ill　Rev ．　Appl ．　En 　t・，

，
　Ser．　A

，
　VoL

　　　　　　 　 I
国 pp・495−496 〔1913）〕．

2・　 　 　 　 ： Review 。£ the　Pest＄ noticed 　i・・ the　Govt．。f　 Cht‘　rkov 　durin9

　　　　　　　 1913．　（bl　Russian．　Translated　title｝〔Report　of　the　Ent・omologi −

　　　　　　 　 cal 　Bureau　 of　 the 　 Zemstvo　 of 　 the 　Govt．　 of 　CharkQv £or 　 1913，

　　　　　　 　 pp．10−65．　Abstract 　in　Rev ．　 AppL 　Ent ．，　Ser．　A ，　Vol．工II，　pp．400−

　　　　　　 　 403 （1915）〕，

3．FuLMEK
，
1〈．： Ein 　neuer 　Getreidesch紬 in雪〔Wiep ，］andw ．　Ztg．， 翼 o．20．　Abstract

　　　　　　　 ill　Rev．　AppL 　Ent．，　Ser　A ，
　Vo 】．　II，　p．452 （1914）〕．

4・HoLI ・！ND ，
　W ・J・： The　MQth 　B 。 ok

，
1920 （Referei・ee 。 匸・P ．168）．

5．掘 　 松 次，

6．桑 山　 覺 ：

7．松 村 松 年 ：

石 山 哲 爾 ： 病 害 蟲 防除 要 綱 〔樺 太 ．中．試．，特 別 彙報 ，第 1 號 〕，1933

（特 に 65−71 頁），

ア ハノ メ イ ガ に 關す る 研 究 〔北海 道 農．試．報告 ， Pt　26號，1−140頁〕，、

ユ930．

日本 昆 蟲總 目録
−
第 1，］90b （特 に 6L

”−54 頁 ｝．

　 1） 北 海 道 農事 試瞼揚刊 「試 驗 及 調 査 の 成蹟 に 鑑 み 指 導奨勵上 注 意 す べ き事 項 」第 2輯
（昭和 6 年 ）、14H42 頁及 同 揚刊 「病害蟲防除 提 要 」 〔昭和 6年）．
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16．

17．
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18．

19．

20．

21．

22．

23．

24．

　　　　　　　昆 蟲 ・第 八 卷 第
一

號
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

應 用昆蟲學 p エ917 （特 に 667 頁）．

大 目本害蟲全 眷 前篇 （改訂 版 冫，
1920 （特 に 728 頁 ），

日 本昆 蟲 大 置鑑 ，
1931 （特 に B27−830 頁 〕．

大 日本害蟲固設 ，
1932 （特 に 615 頁）．

米麥作 の 害蟲 と豫防驅 除 ｝1927 （特 に 557 頁）．

　　　　　Insects　injurious　t・o　Grains　in　Stores　and 　Warehonses．

（ln　Russian ．　Trans ］ated ・title）〔M ／em ．　Bu1 ．　Ent ．
，
　Sci．　Commit ．

，

Centr・　BOard　Land 　A （1miniSt．＆ Agr．，　X ，
　no ，5．　 AbStraet　in　BeV・

AppL 　Enb．，　Ser．　A ，　Vol．　II，　pp．39−41 ｛1914）〕．

　　Beit面 ge　 zur 　Biologie　einiger 　Noctu韮den　 und 並ber　verm 〔洫 ・

tliche　oder 　wirkliche 　Sch巨d】i（hkeit　ihrer　Raupen．〔Zeitschr．　wiss ．

Ins．・biol．，　Bd ．　XX
，
　Nr ．3

，
　S．　62−・66．　 Abstraet 　in　Rev ．　AppL 　Ent ．

，

Ser．　A7　VoL 　XIII
， 1）．264（19t5）〕．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bd．　IV 　（Vierte

Au 乱 ），
1925 （Besonders 　S．415−−416）．

　　　Tierische　Schadlinge 　u 【ld 　N 血tzlinge， 1891 （Besonders 　S．488｝．

Agricultural　Zoology ，　Tranglated 　by　J．　R ．　An （syvoRT ［E 　DAvls ．1工

ed
り
1900 （Reference 　on 　pp ．148−149）．

R6   ，
　G ，：　 Tierwe】い 1nd 　Landwirtschaft， 1910（Besonders　S．233）．

RosrRuPt．S．　u ．　THoMsE ）
T，　M ：．：　 Die　tierischen 　Sch飆 lillge　des　Aekerbaues，1931

　　　　　　　　（BeSOIIders　S．231−232），

SM皿 且
，
　K ．　M ．： ATextbook 　 of　Agricultural　 Enta 皿 o 】ogy

，
1931 （Reference　on

　　　　　　　　pp ．78尸79），　　　　　　　　　　　　　　
1

SoMERvlL 衄
国
W ．： ACat 巳lp 且】ar 　 on 　the 　Ear80f 　Whea も．〔Jour．　BoaT4 　Agr ．，

　　　　　　　　Vol．　XXIII ， 1916，　PP．236−238〕．

Sr］Aul ）IM・GER ，0 』 ．　REBEL，　H ．： Cata］og 　der　Lepid。pteren　des　palaearktiscben

　　　　　　　　Faunengebietes， 1901 〔Besonders　S。174）．

TAscmENBERe ，
　E．　L ：　 Praktische　bisekten−Kun ｛le．　 III　 Then　（Die　 Sebmet−

　　　　　　　　terlinge｝，
1880 （Besonders　S．110−111）．

WA   N，　W ．； Gatt  g 跏 αε嫐 伽 Hbn ．〔A ．　SE皿 ，

s　Die　G鵬 sSchmetterlillge

　　　　　　　　der　Erde．1Abt ．3．　Bd．（Die　pa】aearktischen 　E旦len），
1914，　S．163− ．

　　　　　　　　172〕．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於北 海這農事試驗揚 1933，XII，23 稿 了 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 9 年 1 月 5 日 受領）
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